
 

 

 

 

 

添  付  資  料 

 

 

1. 平成 11 年度「消火技術」集団研修コースの概要 

2. 帰国研修員一覧 

3. 質問票（クエスチョネア）回答要約 

4. 「消火技術」コース研修項目・ニーズ評価表 

5. 主要収集資料 

(1) ソロモン諸島：消防職員研修カリキュラム 

(2) ソロモン諸島：消防局年報（1997） 

(3) ソロモン諸島：消防資機材整備日誌 

(4) サモア：消防職員研修カリキュラム 

(5) サモア：消防法（1994）及び消防規程（1998） 

(6) サモア：消防資機材整備日誌 

(7) サモア：スペアパーツ在庫管理台帳 
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1. コ ー ス 名      

  和文：消火技術 

  英文：Fire Fighting Techniques 

 

 

2. 受 入 期 間      

  平成11年7月5日～平成11年10月22日 

 

 

3. 定    員  

  10 名(実際受入数 9ヶ国 1地域 1名) 

 

 

4. コースの目的  

(1) 本件コースは、我が国技術協力の一環として日本政府によって設けられ、参加国の

消火技術の向上に寄与することを目的として実施するものである。 

 

(2) 開発途上国をはじめ、世界に複雑・大規模な火災が発生し、多数の死傷者を生じて

いる。一方、消防用活動資機材の開発等技術進歩もめざましく、より高度な知識や取

扱技術が求められていることから、基本的な消火方法はもちろんのこと専門的で高度

な部隊運用論,指揮理論等総合的な消火技術並びに消防用活動資機材等の役割や機能、

取扱等の指導を行い修得させることにより研修員の自国の経済発展及び福祉の向上の

ために役立たせる。 

 

 

5. 到 達 目 標      

(1) わが国の種々の災害の現状をはじめ、消防行政の組織、体系、役割の概要を理解さ

せる。 

 

(2) 建築物、石油や化学薬品等の危険物、山林、車両、船舶及び航空機の火災に対し、

消防部隊を指揮し、種々の消防車両や消防機器を使って、早期に消火活動等を行うこ

とができる知識、技能を身に付けさせる。 



6. 研修項目・内容及び研修方法  

(1) 研修の項目及び内容  
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指
 

指
 

時 間 数 
項   目 研 修 内 容 研 修 目 標 

講義 訓練 見学 

本の消防の仕組
と現状 

1. 日本の消防の歴史 

2. 日本の消防制度 

3. 国及び県の役割 

4. 自治体消防 

1. 日本の消防行政や、消防
制度の歩んだ過程及び歴
史的な背景を理解する。 

2. 日本の消防組織や自治体
における消防の取組みの
現状を理解する。 

2.5   

本の災害と消防
の基準 

1. 日本の災害概況 

2. 消防力の基準 

1. 日本の災害統計からみた
災害の現状や特質を理解
する。 

2. 日本の消防力の基準と現
状を理解する。 

2.5   

九州市の災害と
防組織 

1. 北九州市消防局の現状と
課題 

2. 北九州市消防の組織 
(1) 消防局、署、所 
(2) 消防団 

3. 北九州市の消防力 

4. 北九州市の災害概況 

1. 北九州市消防の組織、体
制等を理解する。 

2. 北九州市における災害種
別、件数、規模等を理解
する。 

3. 北九州市消防の災害への
対応を理解する。 

5   

災現場における
防関係法令 

1. 消防法令 
(1) 消防用施設の濫用禁止等 
(2) 火災警戒区域の設定 
(3) 消防車の優先通行権 
(4) 消防隊の緊急通行権 
(5) 消防警戒区域の設定 
(6) 消火活動中の緊急措置等 
(7) 緊急水利 

火災現場で活動する消防隊
に関連する日本の法律や制
度を理解する。 

5   

災防御概論 
    (木造) 

1. 消防力の構成 

2. 火災防御戦術の基本 

3. 木造建物火災防御戦術 

1. 火災防御戦術の基本を理
解する。 

2. 木造建物火災の防御につ
いて理解する。 

5   

揮理論Ⅰ 
  (指揮要諦) 

 1. 組織活動 2. 部隊の統率 

 3. 状況判断 4. 決 断 

 5. 命 令 6. 組織の活用 

 7. 部下の掌握 8. 安全管理 

 9. 臨機の指揮 10. 事前命令 

11. 士 気 

1. 火災現場における指揮者
の重要性を理解する。 

2. 指揮要諦について理解す
る。 

5   

揮理論Ⅱ 
  (現場指揮) 

1. 情報管理 

2. 状況判断 

3. 指揮本部運営要領 

4. 指揮活動要領 

1. 火災現場における現場指
揮要領を理解する。 

2. 火災現場での指揮隊の動
き、役割を理解する。 

5   
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時 間 数 
項   目 研 修 内 容 研 修 目 標 

講義 訓練 見学 

全管理Ⅰ 1. 火災発生のメカニズム 

2. 災害防止の原則 

3. 事故防止のポイント 

4. 安全管理の実践方法 

1. 安全管理の意義、目的を
理解する。 

2. 安全管理のメカニズムを
理解する。 

5   

全管理Ⅱ 
 訓練時・ 
 火災防御時 

1. 訓練時の安全管理 

2. 火災防御時の安全管理 

（出動、水利部署、ホース延
長、送水、放水、落下物、
転倒、転落及び倒壊等） 

1. 訓練時における安全管理
を理解する。 

2. 火災防御時 (出動から帰署
まで)の各場面における具
体的な安全管理を理解す
る。 

5   

災防御論 
(航空機火災) 

1. 航空機火災防御の基本 

2. 航空機事故の救助の基本 

3. 航空機火災及び航空機事
故の救助の現場指揮要領 

1. 航空機火災防御の基本と
現 場 指 揮 要 領 を 理 解 す
る。 

2. 航空機事故の際の救助要
領と現場指揮要領を理解
する。 

5   

 防 通 信 1. 無線交信要領 
(1) 現場通信 
(2) 交信訓練 
 (シミュレーション訓練) 

2. 指令センターの概要、活
動状況 

1. 災害現場における消防通
信の重要性を認識し、無
線交信要領を理解する。 

2. 北九州市の消防通信シス
テムについて理解する。 

3 2  

練指導法 1. 消防教育訓練体系 

2. 訓練指導の問題点と解決
法 

3. 訓練指導法 

自国で消防職員を育成する
ための訓練指導方法を理解
する。 

5   

防ポンプ 1. 水力学の基礎 

2. ポンプの構造、性能 

3. ポンプの付属装置 

4. ポンプの主な故障と原因 

5. ポンプの保守と点検 

6. ジャイロラダーの構造と
性能 

7. 化学車の構造と性能 

1. 消防ポンプの構造、付属
装 置 及 び 特 殊 装 置 の 構
造、機能を理解する。 

2. ポンプの性能と特性を理
解する。 

3. ポンプの故障と原因を理
解する。 

4. ポンプの保守と点検につ
いて理解する。 

5. 特殊車(ジャイロラダー・
化学車 )の性能、特性を理
解する。 

5   

災予防の仕組み 
(予防・建築) 

1. 火災予防の組織、権限、
実態 

2. 火災予防広報 

3. 火災予防教育の実態 
(1) 幼稚園・小中学校・高校  

1. 火災予防広報の仕組みと
現状について理解する。 

2. 建築同意、消防用設備規
制等我が国の建築物に対
する予防行政について理

5   
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(2) 事業所防災 

4. 建築同意 

5. 消防用設備規制 

解する。 
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時 間 数 
項   目 研 修 内 容 研 修 目 標 

講義 訓練 見学 

 設 見 学 
 ホテル・ 
 デパート 

1. ホテルの右記状況 

2. デパートの右記状況 

建築物の防火規制、消防用設
備等、防災センター等の状況
について見学する。 

  15 

 設 見 学 
（危険物施設） 

1. 危険物施設の見学 
(1) 構造、設備 
(2) 点検、整備 
(3) 自主防災体制 

危険物施設の防災体制、消防
用設備等の状況について見
学をする。 

   

 務 研 修 
門司・小倉北・ 
小倉南・若松・ 
八幡東・八幡西・ 
戸畑 

1. 管内概要説明、視察 

2. 消防署概要説明 

3. 消防実務(警防・救急) 

4. 体力錬成等 

5. 職員との意見交換 

消防署での実際の勤務を体
験し、昼間及び夜間の勤務状
況について理解する。 

3 12  

 練 礼 式 1. 訓練、研修実施上の行動
基準 

2. 各個の訓練 

3. 部隊の訓練 
(1) 集合要領 
(2) 駆け足呼称 

4. 準備体操要領 

1. 日本における消防の訓練
礼式を理解する。 

2. 隊員を訓練するために必
要な規律及び号令を理解
する。 

1 4  

 本 結 索 1. 基本結索(本結び、もやい
結び、二回り二結び、プ
ルージック等) 

2. 器具結索(ホース、筒先、
とび口、ボンベ等) 

1. 消防活動に必要な結合、
結節、結着等基本結索技
術を修得する。 

2. 器具結索の技術 を修 得
し、使用方法を理解する。 

1.5 6  

 用 結 索 1. 身体結索・縛着 

2. ロープ展張要領 

3. 支持点作成要領 

4. その他、今後訓練で使用
する結索技術の基礎とな
るもの 

1. 基本結索で修得した技術
を応用し、各災害現場で
使用する結索技術を応用
する。 

1.5 6  

防機械器具 
 呼吸保護具・ 
 三連はしご 

1. 空気呼吸器 
(1) 概 説 
(2) 取扱い訓練 

2. 酸素呼吸器(同 上) 

1. 呼吸保護具の種類、性能、
構造等を理解し、取扱い
要領を修得する。 

2. 呼吸保護具を使用する場
合の指揮者の留意事項を

1 4  
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3. エアーライン 

4. 三連はしご操法 

5. 梯上作業姿勢及び梯上作
業 

6. かかえ救出 

7. 小綱による背負い救出 

理解する。 

3. 三連はしごの種類、性能、
構造等を理解し、取扱要
領及び活用方法を修得す
る。 

4. 訓練指導技法及び指揮者
の留意事項を修得する。 
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時 間 数 
項   目 研 修 内 容 研 修 目 標 

講義 訓練 見学 

防機械器具 
(救助器具) 

1. かぎ付はしご 
(1) 概 説 
(2) 構造、機能、諸元 
(3) 取扱い訓練 

2. 緩 降 機   (同上) 

3. ブローブアイ (同上) 

4. エアーラインマスク 
         (同上) 

5. 救助マット   (同上) 

1. 救助器具の用途、構造、
性能等を理解し、取扱い
要領及び訓練指導技法を
修得する。 

2. 救助器具取扱い時の指揮
者 の 留 意 事 項 を 理 解 す
る。 

2 3  

防機械器具 
(破壊器具) 

1. 油圧救助器具 
(1) 概 説 
(2) 構造、機能、諸元 
(3) 取扱い訓練 

2. 大型油圧救助器具 
 (同上) 

3. エンジンカッター(同上) 

4. エアーソー (同上) 

5. エアーカッター (同上) 

6. ガス溶断器 (同上) 

7. マット型空気ジャッキ 
 (同上) 

8. 破壊技術 
(1) 建物の窓の破壊 
(2) 交通事故を想定した車 
 両の破壊 

1. 破壊器具の用途、構造、
性能等を理解し、取扱い
要領及び訓練指導技法を
修得する。 

2. 破壊器具取扱い時の指揮
者 の 留 意 事 項 を 理 解 す
る。 

 

2 3  

 急 法 
 火災現場にお 
 ける応急処置 

1. 応急処置に必要な基礎知
識と実技 

(1) 観 察 
(2) 気道の確保 
(3) 止 血 
(4) 副子固定 
(5) 保 温 
(6) 熱 傷 

2. 心肺蘇生法 

火災現場において発生する
負傷者等に対する応急処置
について理解する。 

2 3  

災現場における
助救出 Ⅰ 

1. 暗中通過訓練 

2. 意図の伝達訓練 

3. 人命検索訓練 

火災現場における屋内人命
検索、人命救助技術及び訓練
指導技法を修得する。 

2 3  

災現場における
助救出 Ⅱ 

1. 一箇所吊り担架水平救出 

2. 応急はしご救助 

3. はしご水平担架救出 

火災現場における高所から
の人命救助の基本技術を修
得する。 

2 3  

災現場における
助救出 Ⅲ 

1. 斜め救出 

2. 斜め脱出 

3. 懸垂降下脱出 

1. 火災現場における高所か
らの人命救助の基本技術
を修得する。 

2. 自己の安全管理を確保す
るため、緊急脱出方法技
術を修得する。 

2 3  
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時 間 数 
項   目 研 修 内 容 研 修 目 標 

講義 訓練 見学 

防車両と操作 
 ポンプ車・ 
 タンク車 

1. ポンプ車・タンク車の取
扱い 

2. ホース・ノズル・吸管の
種類及び取扱い 

3. ホース延長、結合、離脱、
収納訓練 

4. ホースカー (手動式・電動
式)の取扱い 

5. 可搬動力ポンプの取扱い 

1. ポンプ車及びタンク車の
概要、機能等を理解し、
その取扱い要領を理解す
る。 

2. 消防車両に付属する器具
(ホース・ノズル・吸管等)
の取扱い要領について理
解する。 

2 3  

防車両と操作 
 (特殊車) 

1. はしご車の操作取扱い 

2. 部署、架てい、進入訓練 

3. はしご車による応急はし
ご救出法 

4. はしご車による一箇所吊
り担架水平救出 

5. 多数人命救助訓練 

1. 特殊車両の取扱い、操作
技術を修得する。 

2. 特殊車両を使用しての救
助活動要領について理解
する。 

2 3  

災防御訓練 
 (船舶火災) 

1. 火災の性状 

2. 防御の基本 

3. 防御活動実施時の注意事
項 

4. 火災防御訓練 

1. 船舶火災の形態と特徴、
防御戦術を理解する。 

2. 船舶火災における現場指
揮要領を修得する。 

2 3  

災防御訓練 
 (危険物火災) 

1. 石油タンク火災防御要領 
(1) 火災の性状 
(2) 防御の基本 

(3) 化学車、大型高所放水
車、泡原液搬送車 

2. 火災防御訓練 
(1) 3 点セットの運用要領 
(2) 危険物火災消火訓練 

1. 石油タンク火災の特徴と
防御戦術を理解する。 

2. 石油タンク火災における
現 場 指 揮 要 領 を 修 得 す
る。 

2 3  

 空 消 防 1. 消防航空隊の概要 

2. ヘリコプターの性能・機
能 

3. 消火及び救助資機材 

4. ヘリコプターを活用して
の消火・救助活動要領 

1. 航空消防隊の概要を理解
する。 

2. ヘリコプターを活用して
の消火・救助を理解する。 

2 3  

災防御訓練 
 (車両火災) 

1. 車両火災防御要領 
(1) 火災の性状 
(2) 火災防御要領 

2. 火災防御訓練 
(1) 乗用車火災 

1. 車両火災の特徴と防御戦
術を理解する。 

2. 車両火災における現場指
揮要領を修得する。 

2 3  
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(2) バス火災 
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時 間 数 
項   目 研 修 内 容 研 修 目 標 

講義 訓練 見学 

災防御訓練 
 (林野火災) 

1. 林野火災防御要領 
(1) 火災の性状 
(2) 防御の基本 

2. 火災防御訓練 
(1) 放水要領 
(2) ジェットシューター 
(3) 林野火災工作車 

1. 林野火災の特徴と防御戦
術を理解する。 

2. 林野火災における現場指
揮要領を修得する。 

2 3  

災防御訓練 
(地下室火災Ⅰ) 

1. 火災防御要領 
(1) 火災の性状 
(2) 火災防御要領 
(3) 高発泡車、排煙機の活用 

1. 地下室火災の特徴と防御
戦術を理解する。 

2. 地下室火災における現場
指揮要領を修得する。 

2 3  

災防御訓練 
(地下室火災Ⅱ) 

1. 火災防御訓練 
(1) 火災防御要領 
(2) 現場指揮要領 

1. 地下室火災の特徴と防御
戦術を理解する。 

2. 地下室火災における現場
指揮要領を修得する。 

1 4  

災防御訓練 
高層建物火災Ⅰ) 

1. 中高層建物火災防御 
(1) 耐水建物火災 
(2) 進入・火点検検索 
(3) 屋内のホース延長・屋外 
  からのホース延長要領 
(4) 排熱・排煙 
(5) 水損防止 
(6) 連結送水管の活用 

1. 中高層建物火災の特徴と
防御戦術を理解する。 

2. 中高層建物火災における
現 場 指 揮 要 領 を 修 得 す
る。 

2 3  

災防御訓練 
高層建物火災Ⅱ) 

1. 火災防御 
(1) 中性帯体験訓練 
(2) 排煙訓練 
(3) 水損防止訓練 
(4) 連結送水管訓練 
(5) 中高層建物進入訓練 

1. 中高層建物火災の特徴と
防御戦術を理解する。 

2. 中高層建物火災における
現 場 指 揮 要 領 を 修 得 す
る。 

2 3  

災防御訓練 
高層建物火災Ⅲ) 

1. 中隊指揮要領 

2. 無線交信要領 

3. 屋内進入要領 

4. 人命検索要領 

5. 救助救出要領 

6. 高層階火災防御要領 

7. 連携活動要領 

8. その他総合消火技術要領 

1. 研修で修得した消火技術
を立体的中隊訓練を通じ
て総合的に理解する。 

2 3  

災予防の仕組み 
(危険物・査察) 

1. 危険物の分類及び性質 

2. 危険物規制 

3. 査察 

4. 防火管理制度 

5. 防火基準適合表示制度 

・危険物規制の仕組みについ
て理解する。 

・査察、防火管理制度等、我
が国の予防行政について
理解する。 

5   

 例 研 究 1. 訓練指導要領 

2. 現場指揮要領 

3. 消火要領 

・講義・訓練で学んだ事項に
ついて、研究を加え、自国
での消火技術指導法につ
いて考察する。 

5   
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時 間 数 
項   目 研 修 内 容 研 修 目 標 

講義 訓練 見学 

視 察 研 修 
 

1. 自治省消防庁(長官表敬) 

2. 京都市消防局視察 

3. 熊本市消防局視察 

4. 長崎市消防局視察 

5. 東京消防庁 

6. ㈱モリタポンプ 

7．航空自衛隊芦屋基地 

・先進他都市等の状況を視察
し、自国の消防に反映す
る。 

  55 

総 合 訓 練 
 (中間総合訓練) 

1. 訓練実施要領説明 

2. 個別訓練、部分訓練 

3. 全体訓練 

1. 基礎的科目の総合的な訓
練を行う。 

2. 指揮者としての安全管理
技術及び現場指揮技術の
向上を図る。 

1 4  

総 合 訓 練 
 

1. 訓練実施要領説明 

2. 個別訓練、部分訓練 

3. 全体訓練 

1. 火災防御の総合的な訓練
を行う。 

2. 指揮者としての安全管理
技術及び現場指揮技術の
向上を図る。 

3 12  

合         計 120 105 65 
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(2) 研  修  方  法  

 本コースは講義、訓練、見学等で構成されている。 

ア．講義は、テキストと視聴覚機器を使用して行う。 

イ．訓練は、実際の消防用機械器具、消防車両を使用して高度な消火技術を習得させる。 

ウ．視察研修(見学)は消防事情の違う、防災に特色ある都市を選定する。 

エ．研修員にカントリーレポートを提出させ、自国の消防情勢を報告させる。 

オ．本コースは、英語で行う。ただし、必要のつど研修監理員の通訳を介して行う。 

 

 

7. 研修参加資格要件  

  General Information (G・I) にある応募条件 

(1) 所定の手続きに基づき、自国政府から推薦がある者 

(2) 現在消火業務に従事する者 

(3) 5年以上の消火実務訓練の経験を有する者 

(4) 大学卒業または同等の資格を有する者 

(5) 40才以下の者 

(6) 自国に帰国後、修得した技術を体系的に移転できる者 

(7) 十分な英語の会話力・読解力を有する者 

(8) 心身ともに健康な者、妊娠してない者 

(9) 戦争に係る業務に従事していない者 

 

 

8. 人選方法及び選考基準  

 参加割当国に対して日本大使館等を通じて配布される本コースのG・Iに基づいて相手

国政府から提出される要請書（A2A3フォーム）により、主にG・I記載の資格要件を選

考基準として国際協力事業団と消防庁が協議して人選する。 

 

 

9. 研修員選考の経緯  

(1) 割   当   国  

香 港、 インドネシア、 ジャマイカ、 ジョルダン、 

レバノン、 モルディブ、 マルタ、 ネパール、 

セイシェル、 テュニジア、 トルコ、 ヴァヌアツ、 

ザンビア 合計 12 ヶ国 1 地域 
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(2) 要   請   国（人数）  

香 港(1)、 ジャマイカ(1)、 ジョルダン(1)、 モルディブ(1)、 

マルタ(1)、 ネパール(2)、 セイシェル(1)、 テュニジア(1)、 

トルコ(1)、 ヴァヌアツ(2)、 ザンビア(1) 

 合計 10 ヶ国 1 地域 13 名 

 

(3) 受   入   国（人数）  

香 港(1)、 ジャマイカ(1)、 ジョルダン(1)、 モルディブ(1)、 

マルタ(1)、 ネパール(1)、 セイシェル(1)、 テュニジア(1)、 

ヴァヌアツ(1)、 ザンビア(1) 合計 9 ヶ国 1 地域 10 名 

 

 

10. 研修実施体制  

(1) 本コースは、消防庁と国際協力事業団との協力により、実施運営するものとする。 

 

(2) 研修期間中、研修監理員を配置し、業務調整及び通訳業務にあたり、コースの実施、

運営の円滑化を図るものとする。 

 

 

11. 研修施設・宿泊施設  

(1) 研  修  施  設  

  ア．自治省消防庁 

〒105-8489 東京都港区虎ノ門2丁目2番1号 

 TEL（03）5574－0122 

  イ．北九州市消防局消防訓練研修センター 

〒803-0802 北九州市小倉北区東港1丁目2番5号 

 TEL（093）592－5580 

 

(2) 宿  泊  施  設  

   国際協力事業団九州国際センター 

〒805-8505 北九州市八幡東区平野2丁目2番1号 

 TEL（093）671－6311 
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12. 研 修 教 材      

(1) 使用テキスト  

   火災防御、安全管理、指揮理論、消防機械器具、消防ポンプ ほか 

 

(2) 資   機   材  

  ア．講  義 

     ビデオテープ、16mmフィルム、スライドフィルム等 

  イ．実  技 

     消防自動車、消防用機械器具等 

 

 

13. 研修付帯プログラム  

 国際協力事業団は、平成10年7月6日を参加研修員の来日指定日とし、7月7日九州国

際センターにおいて事業団主催の来日事務諸手続き及び滞在費等の支給にかかる集合

ブリーフィングを実施するとともに、来日後、3日間は研修員の日本での滞在に資する

ため日本事情の紹介を中心として一般オリエンテーションを実施する。 

 また、現場実習で必要な日本語の指示が理解できることを到達目標として、日本語の

講義を行う。 

 

 

14. 研修の評価  

  今後のコース運営の参考に資するために、評価会等を実施する。 

(1) レポート発表会  

 所定の Questionnaire for Future Programmes を提出せしめるとともに、研修到

達目標の達成並びにコース全体の成果について感想、提案を求めるために、レポート

発表会を行う。 

 

(2) 意見交換会  

 提出された報告書類、講師の意見、研修旅行先の感想、レポート発表会における発

言等をもとに、意見交換会を行う。 
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帰国研修員用クエスチョネア・回答要約 

 

1. 回答者 

ソロモン： Mr. Peter Koroa 研修教官（1995 年度 帰国研修員） 

 Mr. Tony Santa 研修教官（1997 年度 帰国研修員） 

 Mr. Simon Tova 研修教官（1998 年度 帰国研修員） 

サ モ ア： Mr. Max Tuatagaloa 研修教官 

 ※サモアでは、帰国研修員が既に離職していたため、可能な部分のみ回答

してもらった。 

 

2. 消防・消火活動の現状 

(1) 現在の消防事情について 

ソロモン： 我々の消防レベルは、あるべき水準に達していない。貧弱な装備及び政府

よりのサポートの欠落が原因である。 

サ モ ア： 我々の消防レベルは、未だ開発途上の段階にある。特に、極めて少ない予

算のため、個人防御用の装備品がたいへん不足しており、火災現場での隊

員の安全を確保できないでいる。また、職員に支給される給与も、国で最

も少ない水準にあり、これも問題の一つである。 

 

(2) 消防の沿革及び組織図（国レベル） 

ソロモン： ５～７頁を参照。 

サ モ ア： 11～13 頁を参照。 

 

(3) 消防の沿革及び組織図（所属部署レベル） 

 同 上 

 

(4) 消防の主要業務 

ソロモン： 救命救助及び財産の保護 

サ モ ア： 広い範囲の緊急時対応を行っている。消火・救助活動、基本的な応急救命

処置、航空機事故時の救助、沿岸水難事故時の救助、危険物対応等。「人命

と財産の保護」が主要目的。 

 

(5) ソロモンに対してのみの質問 

ア．消防業務は現在でも警察省の管轄下にあるか？ 

添付資料 3 
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ソロモン： はい 

 

イ．両者の関係は？ 

ソロモン： そう良好ではない。 

 

(6) 救急業務を実施しているか？ 

ソロモン： いいえ。しかし、補佐している。保健省が管轄。 

サ モ ア： いいえ。国立病院が管轄している。 

 

(7) 救助業務を実施しているか？ 

ソロモン： いいえ。捜索救助局が管轄。 

サ モ ア： はい。 

 

(8) 消防署数 

ソロモン： 消防本部（１）、消防署（１）の計２カ所。 

サ モ ア： 消防本部（１）のみ。 

 

(9) 消防職員数 

ソロモン： 消火活動担当（５８）、予防活動担当（２）の計６０名。 

サ モ ア： 消火活動担当（２２）、予防活動担当（４ ※ ただし、消火業務と兼任）

の計２６名。他に、ボランティア消防団員（２０）。 

 

(10) 車種別所有消防車両数 

ソロモン： 消防タンク車（３）、化学車（１）、小型ポンプ車（４）等 

サ モ ア： 消防タンク車（１）、救助工作車（１）、小型ポンプ車（１）、指揮者用車両

（１）、消防ポンプ車（２ ※ 現在、修理中）等 

 

(11) 火災件数（1998年） 

ソロモン： ５頁を参照。 

サ モ ア： 11 頁を参照。 

 

(12) 救急件数（1998年） 

ソロモン： 不明 

サ モ ア： 不明 
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(13) 救助件数（1998年） 

ソロモン： 不明 

サ モ ア： 不明 

 

(14) 消防関係法令 

ソロモン： 不明 

サ モ ア： 消防法（1994）及び内部規程（1998）の２種ある（添付資料５－(5)を参

照）。 

 

(15) ア．特に消火活動に関連した法律はあるか？ 

ソロモン： 不明 

サ モ ア： 同上。 

 

  イ．消防訓練研修センターはあるか？ 

ソロモン： いいえ。 

サ モ ア： いいえ。しかし、訓練は消防本部で随時実施されている。 

 

(16) 消火栓や防火水槽はあるか？ 

ソロモン： はい。十分な水量・水圧もある。 

サ モ ア： 首都アピアの市街地では整備されているが、それ以外の地域にはない。ま

た、水量・水圧も不十分である。 

 

(17) 火災現場で消防タンク車等、初期消火活動用の水を積載した車両を使用するか？ 

ソロモン： はい。 

サ モ ア： はい。 

 

(18) 管内の道路の幅について  

ソロモン： 消防車が通行できない幅の道路もある。 

サ モ ア： 主要道は十分な道幅を持つが、地方との連絡道はそうではない。 

 

(19) 一般的な住宅の主な構造について 

ソロモン： 不明 

サ モ ア： 木造（60 %）、草葺き（20 %）、コンクリート（10 %）、煉瓦造（10 %） 

※推定であり、正確な値ではない。 
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(20) ア．火災原因調査を行っているか？ 

ソロモン： はい。 

サ モ ア： はい。 

 

イ．火災調査について規定している法律は何か？また、消防職員に付与される権限

は何か？ 

ソロモン： 我々は警察省の管轄下にあり、放火の疑いがある時は、調査を行う。 

サ モ ア： 1994 年成立の消防法により規定されている。 

 

ウ．主要火災原因 

ソロモン： 不注意、乾期中の自然発火、放火 

サ モ ア： 不注意、電気火災、放火 

 

(21) 消防活動資機材等について 

ア．どのような個人装備品を所有しているか？ 

ソロモン： 正式の個人装備はない。消防士はヘルメット、オーバーオール、ブーツを

着用するのみである。 

サ モ ア： 標準装備はヘルメット、オーバーオール、ブーツである。 

 

イ．その他の資機材 

ソロモン： ノズル、空気呼吸器、ホース、等が車両積載品。備蓄しているものはない。 

 

ウ．火災現場で、防火服／ヘルメット／長靴／手袋／ロープやカラビナ／懐中電灯等は装

備するか？ 

ソロモン： 懐中電灯のみ。それ以外は特になし。 

 

エ．無線（車両用／携帯用）はあるか？ 

ソロモン： いいえ。 

サ モ ア： 全ての消防車両は無線を装備している。携帯用無線は十分な数ではないが、

ある。 

 

(22) 市民に対して防災教育をどのように実施しているか？また、市民の防火意識の実体

は？ 

ソロモン： メディアを利用して広報しているが、あまり機能していない。サポートの

欠如が原因。 

サ モ ア： 防災教育全般は、国家災害委員会によって所掌されている。火災予防教育
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は消防局によって行われており、近年、市民の防火意識は高まっているよ

うに思われる。 

 

3. 本邦研修への推薦・参加手続き 

(1) どのように本コースの情報を手に入れたか？ 

ソロモン： 不明 

 

(2) どのように推薦されたか？ 

ソロモン： 消防局長の推薦を受けた。 

 

(3) ＧＩは入手したか？ 

ソロモン： はい 

 

(4) 本コースの目的・内容・スケジュール等を知る上で、ＧＩは十分であったか？ 

ソロモン： はい。 

 

4. ニーズ調査 

(1) 消防が現在抱えている問題 

ソロモン： 資機材・装備品の不足、訓練研修設備の欠如 

 

(2) 日本政府による消火技術分野での国際協力活動に関するコメント（研修へのリクエス

トを含む） 

ソロモン： 救助業務についての研修を願いたい。 

 

以 上 
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サモア技術指導に係る追加クエスチョネア・回答要約 

 

1. プライオリティ 

第１位：高層建造物火災 

第２位：小型飛行機火災 

第３位：森林火災 

 

2. 希望する研修内容 

消火活動の実行手順を学びたい。 

 

3. サモアにおける消火技術の現状と問題点 

(1) 高層建造物火災 

火災調査については、多層建造物の場合に違いがあるが、消火技術については、建物の

高低に関わらず、同じような方法である。現在行われている消火手順は、全く基礎的・基

本的なものであり、より高度な技術・戦術が必要である。 

 

(2) 森林火災 

現在は、オーストラリア・メルボルン消防局の基礎的消火技術が採用されている。しか

し、攻撃・火災防御・防火帯設置等において、更なる情報が必要である。 

 

(3) 小型飛行機火災 

現在の消火手順は時代遅れのもので、近代的航空機に対応していない。われわれは全て

にわたる基礎的トレーニングを必要としている。具体的には、以下の通りである。 

・空港火災全般 

・個人防御装備 

・航空機救助／消火用器具及び装備 

・航空機タイプ、エンジン及びシステム 

・火災／救助通信 

・航空機救助／消火の実施手順 

・航空機上の危険物 

・事故前の（防災）計画 

・事故後のオペレーション 

・空港における火災防御 
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4. はしご車の有無・・・なし 

5. タンク車の有無・・・１台 

6. 化学車及び泡装置付きポンプ車の有無・・・なし 

7. 空気呼吸器の有無・・・あり 

8. サモアにおける高層建造物の構造 

高さ・・・・・・最高で７階立て 

材質・・・・・・鉄筋コンクリート 

消防用設備・・・一部のビルは、乾式連結送水管や消火栓ポンプを備えているが、信

頼性には疑問がある。警報器や消火器を設置している所も一部ある。 

 

9. 水利の整備状況 

都市部における水利システムは、大規模な火災時の消火活動に十分なものではない。 

 

10. 消防士訓練内容 

軍の訓練に類似しており、消火／救助技術の全ての分野に対応しているものの、十分で

あるとは言えない。 

 

11. 消防職員数・・・常備 ２６人、 ボランティア ２０人 
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「消火技術」コース研修項目・ニーズ評価表 

 

1. ニーズの高い項目 

種 別 ソロモン サモア 

火災防御概論 

Introduction to Fire Fighting 

火災防御概論 

Introduction to Fire Fighting 

安全管理 

Safety Control 

安全管理 

Safety Control 

指揮理論 

Command Theory 

訓練指導法    

Method of Training 

火災予防の仕組み 

Fire Prevention System 

火災予防の仕組み 

Fire Prevention System 

消防ポンプ 

Fire Pumps 

消防ポンプ 

Fire Pumps 

講 義 

航空機火災防御論 

Airplane Fire Fighting Techniques 

航空機火災防御論 

Airplane Fire Fighting Techniques 

訓練礼式    

Manner in Training 

危険物火災防御訓練 

（石油タンク） 

Petroleum Tank Fire 

消防機械器具 

Fire Fighting Equipment 

消防機械器具 

Fire Fighting Equipment 

救急法（応急処置） 

First Aid at Fire Site 

救急法（応急処置） 

First Aid at Fire Site 

火災現場における救助救出 

Life Saving Techniques at Fire Site 

火災現場における救助救出 

Life Saving Techniques at Fire Site 

消防車両と操作 

（ポンプ車・タンク車） 

Fire Engine Operation (Pump, Tank) 

消防車両と操作 

（ポンプ車・タンク車） 

Fire Engine Operation (Pump, Tank) 

実 習 

林野火災防御訓練 

Forest Fire 

林野火災防御訓練 

Forest Fire 
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2. ニーズの低い項目 

種 別 ソロモン サモア 

日本の消防の仕組みと現状 

日本の災害と消防力の基準 

Fire Service System in Japan 

The Disaster of Japan 

日本の消防の仕組みと現状 

日本の災害と消防力の基準 

Fire Service System in Japan 

The Disaster of Japan 

北九州市の災害と消防組織 

Fire Service System in Kitakyushu 

City 

北九州市の災害と消防組織 

Fire Service System in Kitakyushu 

City 

講 義 

火災現場における消防関係法令 

Fire Service Law 

火災現場における消防関係法令 

Fire Service Law 

消防車両と操作（はしご車） 

Fire Engine Operation 

 (Aerial Ladder Truck) 

消防車両と操作（はしご車） 

Fire Engine Operation 

 (Aerial Ladder Truck) 

船舶火災防御訓練 

Ship Fire 

船舶火災防御訓練 

Ship Fire 
実 習 

危険物火災防御訓練 

（石油タンク） 

Petroleum Tank Fire 

地下室火災防御訓練 

Basement Fire 

 

以 上 

 



－49－ 

 

 

 

添付資料 5（1）



－50－ 

     

 



－51－ 

     

 



－52－ 

     

 



－53－ 

     

 



－54－ 

     

 



－55－ 

     

 



－56－ 

     

 



－57－ 

     

 



－58－ 

     

 



－59－ 

     

 



－60－ 

     

 



－61－ 

 

 

 

添付資料 5（2）



－62－ 

    

 



－63－ 

    

 



－64－ 

 

 

 

添付資料 5（3）



－65－ 

    

 



－66－ 

    

 



－67－ 

    

 



－68－ 

 

 

 

添付資料 5（4）



－69－ 

    

 



－70－ 

    

 



－71－ 

 

 

 

添付資料 5（5）



－72－ 

    

 



－73－ 

    

 



－74－ 

    

 



－75－ 

    

 



－76－ 

    

 



－77－ 

    

 



－78－ 

    

 



－79－ 

    

 



－80－ 

    

 



－81－ 

    

 



－82－ 

    

 



－83－ 

    

 



－84－ 

    

 



－85－ 

    

 



－86－ 

    

 



－87－ 

    

 



－88－ 

    

 



－89－ 

    

 



－90－ 

    

 



－91－ 

    

 



－92－ 

    

 



－93－ 

    

 



－94－ 

    

 



－95－ 

    

 



－96－ 

    

 



－97－ 

    

 



－98－ 

    

 



－99－ 

    

 



－100－ 

 

 

 

添付資料 5（6）



－101－ 

    

 



－102－ 

    

 



－103－ 

 

 

 

添付資料 5（7） 



－104－ 

    

 



－105－ 

    

 



－106－ 

    

 



－107－ 

    

 



－108－ 

    

 



－109－ 

    

 



－110－ 

    

 



－111－ 

    

 

 


	添付資料
	1. 平成11 年度「消火技術」集団研修コースの概要
	2. 帰国研修員一覧
	3. 質問票（クエスチョネア）回答要約
	4. 「消火技術」コース研修項目・ニーズ評価表
	5. 主要収集資料：№5参照
	(1) ソロモン諸島：消防職員研修カリキュラム
	(2) ソロモン諸島：消防局年報（1997 ）
	(3) ソロモン諸島：消防資機材整備日誌
	(4) サモア：消防職員研修カリキュラム
	(5) サモア：消防法（1994 ）及び消防規程（1998 ）
	(6) サモア：消防資機材整備日誌
	(7) サモア：スペアパーツ在庫管理台帳





